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じんあいおよび湿度と視程の関係＊

野　　本 宜　　一聯
ノ、

　視程に関する理論的な取り扱いは1900年代の始め頃か

ら沢山あり1）2），これらによると視程（V）は空気の消

散係数をσとすると

第1表　大気汚染物質と視程との相関係数（危険度

　　　　5％の有意限界0．26）
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ここでεはコントラスト識別限界値で，標準視程の場

合はε＝0．02である．

　視程目標からの光の放射は観測者の目に到達するまで

に，この間にある空気による散乱・反射・吸収のため減

衰する．空気分子による消散係数をσ・，じんあいによる

ものを硯，水蒸気分子によるものを砺とし，σが次式

で示されるとする．

　　σニσα十σd十σ”　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

水蒸気分子もじんあいも空気中に共存して浮遊している

ので光の放射に対する影響は分離できないといわれてい
　（註）
るが，浮遊ばいじん濃度示数（D）や湿度（H）はσと

一次相関関係にあることは第一表やほかの多くの研究5）

から知られているので，近似的には上式のように示して

相関係数1＋α651＋α3・1＋α1gi＋α121＋α・9

差し支えないと考える．またσ・は地表付近で季節別ぐ

らいに考えればほぼ一定として差し支えない．よって
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　1969年3～9月に東京都が千代田区丸の内で09時（1）

に浮遊ばいじん量，SO2，NO，NO2，COを同時に観測

したのは58日で，これらと同日同時刻に気象庁（千代田

区大手町）で観測した視程との相関係数を示すのが第1

表である．この表から浮遊ばいじんのほかはほとんど無

相関である．

　碗，砺がそれぞれD，Hの一次関数で示されると
すれば碗＝∫（1））＝α・0，伽＝∫（H）＝6Hより（3）式

第2表　（4）式各項の係数
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　（註）これらに関しては山本3），伊東4）などを参照されたい．
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　1965～1967年の3年間で暖候期・寒候期別に09時（1）

における東京都庁におけるZ），気象庁におけるHとV

の観測値から最小二乗法で（4）式のα，6およびCを

決め重回帰式を作成した．第2表がこれらの数値であ

る．このほか標本数（ノVZ）），重相関係数（Rσ・DH），単

相関係数（毎D，rσH，■DH），影響の大きさ（αノ，ゐノ）も

第3表　浮遊ばいじんと湿度の視程に及ぽす影
　　　　響の割合

la，×（aノ＋bノ）一・

暖候期
寒候期

0．23（0．17）

O．32（0．26）

b，×（aノ十bノ）一1

0．77（0．83）

0．68（O．74）

あげてある，

　第2表のαノ，6，は1）とHのσに対する影響の大

きさを示す数値で野本（1969）6）を参照されたい．ここ

でαノ×（αノ＋6ノ）『1と6ノ×（α，＋6，）一1を比較すればP

とHのσに対する影響の大きさが％で示される．季

節別平均値は第3表で，（）内の数値は大田区の観測

から求めたものである．したがって毎日の視程に及ぼす

浮遊ばいじんと湿度の比率は暖候期で2：8，寒候期で

3：7であり，ばいじんだけを考えると寒候期のほうが

大ぎく影響する．大田区の値とは同期間15時（1）の羽

田空港の7とH，糀谷保健所（大田区南大森）のZ）

の観測値から月別に回帰式を作りこれを季節別にまとめ

たもので，千代田区に比較してばいじんの影響が両季節

ともに5％小さい．これは観測時刻や場所による相異で

なく，ばいじん水平分布の一様性に起因すると考える．

すなわち大田区ではばいじんの少ない海風の影響が大ぎ

く，糀谷保健所のDが空港付近と異なる場合がしばし

ばあるからである．

　第2表のα，が年ごとに小さくなっていることは，こ

の期間ばいじんの影響が年ごとに減少したことを示して

いる．したがって第3表で示すじんあいと湿度すなわち

社会要因と気象要因の毎日の視程に及ぼす影響の割合は

1965～1967年について結論されることで，社会活動の状

況により多少変動する数値である．なお詳細は別に報告

する．
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